
が
、
力
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、
正
木
は

の
ち
に
結
城
素
明
を
教
授
に
昇
格
さ
せ

（
大
正
三
年
）
、
新
た
に
川
合
玉
堂
を
起
用
し
（
同
四
年
）
、
江
亭
を
日
本
画
科
以
外

の
日
本
画
指
導
に
あ
た
ら
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
た
。

⑥
菱
田
春
草
遺
墨
展
覧
会

明
治
四
十
五
年
四
月
、
本
校
で
菱
田
春
草
遺
墨
展
覧
会
が
開
か
れ
、
注
目
を

集
め
た
。
明
治
三
十
一
年
に
岡
倉
覚
一
＿
一
の
後
を
追
っ
て
本
校
を
去
っ
た
春
草

は
、
日
本
美
術
院
で
横
山
大
観
と
と
も
に
日
本
画
革
新
の
先
頭
に
立
ち
、
朦
朧

体
と
非
難
さ
れ
な
が
ら
も
研
鑽
を
重
ね
、
や
が
て
そ
れ
を
脱
却
し
て
第
一
回
文

展
に
お
け
る
「
賢
首
菩
薩
」
、
第
三
回
文
展
に
お
け
る
「
落
葉
」
、
第
四
回
文
展

に
お
け
る
「
黒
ぎ
猫
」
と
苦
闘
の
成
果
を
示
し
、
文
展
審
査
委
員
と
も
な
っ
た

が
、
四
十
四
年
九
月
十
六
日
に
病
死
し
た
。
実
に
惜
し
む
べ
き
死
で
あ
っ
た
。

葬
儀
は
十
八
日
に
青
山
斎
場
で
行
わ
れ
、
岡
倉
覚
―
―
-
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
を

は
じ
め
と
す
る
二
百
余
名
が
参
列
。
遺
骸
は
郷
里
の
信
州
飯
田
に
葬
ら
れ
た
。

『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
の
編
集
部
は
、
同
誌
第
四
巻
第
五
号
に
大

観
、
春
草
の
「
絵
画
に
就
い
て
」
を
、

第
八
巻
第
七
号
に
春
草
の
「
画
界
漫

言
」
を
、
ま
た
、
第
九
巻
第
一
号
に
同
者
の
「
古
画
の
研
究
」
を
全
文
掲
載
す

る
な
ど
、
春
草
の
動
向
に
対
し
て
関
心
を
示
し
て
い
た
が
、
そ
の
死
去
に
際
し

て
は
第
十
巻
第
二
号
に
追
悼
記
事
を
掲
げ
、
併
せ
て
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
載

っ
た
尾
竹
竹
波
と
横
山
大
観
の
追
悼
談
話
お
よ
び
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
載
っ

た
岡
倉
覚
三
の
談
話
を
転
載
し
、
さ
ら
に
第
十
巻
第
四
号
に
は
「
な
に
は
ば

ら
」
な
る
人
の
追
悼
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
春
草
の
死
は
人
々
に
大
き
な
衝
撃

を
与
え
た
ら
し
い
。

春
草
遣
墨
展
覧
会
は
春
草
歿
後
直
ち
に
関
係
者
た
ち
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、

準
備
期
間
が
短
か
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
文
展
出
品
作
を
含
む
三
百
余
点
が
集
ま

り
、
充
実
し
た
展
覧
会
と
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
は
校
友
会
月
報
に
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
（
展
覧
会
の
概
況
に
つ
い
て
は
523
頁
「
東
京
美
術
学
校
近
事
」
を
参
照

さ
れ
た
い
）
。

0
春
草
霊
伯
追
弔
展
覧
會
の
計
甕

需
に
物
故
せ
ら
れ
た
る
菱
田
春
草
氏
の
為
め
、
其
知
己
た
り
し
岡
倉
覺

――-
、
寺
崎
廣
業
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
川
合
玉
堂
、
木
村
武
山
、
秋
元

〔庄〕

洒
汀
、
井
口
長
蔵
、
笹
川
種
郎
〔
琥
臨
風
〕
、
齋
藤
隆
三
等
諸
氏
の
稜
起
に

て
、
明
年
四
月
二
日
よ
り
同
六
日
迄
五
日
間
、
東
京
美
術
學
校
内
に
於
て
追

弔
展
覧
會
を
催
ふ
し
、
春
草
氏
の
遺
墨
を
蒐
集
展
観
す
る
と
同
時
に
、

廣

業
、
大
観
、
玉
堂
、
観
山
、
武
山
、
其
他
十
霊
家
の
新
作
品
を
も
陳
列
し
て

希
望
者
に
賣
約
し
、
其
代
金
は
悉
く
遺
兒
の
赦
育
資
金
に
宛
つ
る
筈
な
る

が
、
岡
倉
、
秋
元
、
井
ロ
一
二
氏
は
、
其
材
料
と
し
て
、
各
金
屏
風
一
双
づ

4

を
寄
附
す
る
こ
と
を
約
せ
し
由
。
尚
ほ
春
草
氏
の
遺
墨
は
、
同
展
覧
會
に
出

陳
す
る
と
共
に
、
之
を
撮
影
し
て
遣
墨
集
を
焚
行
す
る
事
と
な
り
た
る
に

付
、
登
起
人
は
此
際
逍
墨
所
蔵
の
人
々
に
向
ひ
、
成
る
べ
く
其
の
秘
蔵
品
の

出
陳
を
乞
ひ
、

該
聾
集
を
し
て
完
壁
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
希
望
し
居
る
由
。

因
に
同
會
に
開
す
る
事
務
は
、
一
切
下
谷
匿
茅
町
二
の
一
九
、
横
山
大
観
氏

方
（
電
話
下
谷
五

0
八
二
）
に
て
取
扱
ふ
と
い
ふ
。

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
巻
第
二
号
）

0
春
草
氏
遺
墨
展
覧
會
第
三
回
文
郡
省
美
術
展
覧
會
に
「
落
葉
」
を
出
し

て
よ
り
聾
界
を
風
靡
し
、
其
第
四
回
よ
り
審
査
員
に
畢
げ
ら
れ
た
る
本
校
出

身
の
故
菱
田
春
草
霊
伯
が
、
宿
病
の
腎
臓
病
の
為
め
昨
秋
夭
折
せ
る
事
は
嘗
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⑦
 

時
記
せ
る
慮
な
る
が
、
聾
伯
の
筆
が
祉
會
に
迎
へ
ら
れ
し
は
、
其
落
葉
以
来

の
事
に
し
て
、
其
の
以
前
に
も
賢
首
菩
薩
其
の
他
傑
作
勘
か
ら
ざ
り
し
も
、

病
身
な
り
し
上
に
多
年
眼
病
を
患
ひ
た
れ
ば
、
筆
執
る
事
も
多
か
ら
ず
、
且

つ
胤
作
を
避
け
、
如
何
な
る
小
品
と
雖
も
之
れ
を
研
究
的
に
物
さ
れ
し
か

ば
、
他
の
聾
家
に
比
し
て
作
品
少
く
、
従
っ
て
遺
産
と
て
も
な
く
、
遺
子
の

教
育
も
充
分
な
ら
ざ
る
よ
り
、
今
回
岡
倉
覺
―
―
-
、
玉
堂
、
大
観
、
廣
業
、
観

山、

臨
風
の
諸
氏
等
猿
起
と
な
り
、
来
四
月
二
日
よ
り
向
ふ
一
週
間
、
本
校

構
内
に
於
て
追
悼
展
覧
會
を
開
催
し
て
逍
墜
を
陳
列
し
、
且
つ
有
志
よ
り
寄

脂
の
金
屏
風
五
双
に
現
代
諸
大
家
揮
竜
し
、
其
他
各
甕
家
の
寄
附
鸞
を
も
賣

却
し
、
出
陳
の
逍
墨
を
｛
島
員
版
と
な
し
て
一
部
の
車
早
帖
と
な
し
、
之
れ
を
有

志
に
頒
ち
、
其
の
上
り
高
を
以
て
遺
子
の
数
育
費
に
充
つ
る
筈
な
り
と
。
今

の
世
に
於
て
此
の
美
畢
を
見
る
、
洵
に
喜
ば
し
ぎ
事
な
り
。
而
し
て
遺
墨
展

覧
會
事
務
所
は
本
校
文
庫
内
に
設
け
ら
れ
、
出
陳
せ
ん
と
す
る
向
は
二
月
中

に
申
出
づ
べ
き
定
め
な
り
と
い
ふ
。

（
同
第
十
巻
第
五
号
）

外
に
同
誌
第
十
巻
第
八
号
（
同
年
五
月
）
に
は
前
出
「
な
に
は
ば
ら
」
の
本
展

覧
会
に
関
す
る
論
評
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
ら
が
発
行
し
た
『
春
草

画
集
』

に
よ
れ
ば
、
本
校
は

「
魚
類
」
（
写
生
成
績
）
、
「
寡
婦
と
孤
児
」
（
卒
業
制

作
）
お
よ
び

「
水
鏡
」
を
出
品
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

青
木
繁
遺
作
展
覧
会

明
治
四
十
五
年
三
月
十
五
日
よ
り
同
月
三
十
一
日
ま
で
上
野
公
園
竹
之
台
陳

列
館
で
美
術
新
報
主
催
第
三
回
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
一
隅
に
青

⑧
 

青
木
は
明
治
三
十
七
年
本
校
西
洋
画
科
卒
業
。
在
学
中
、
三
十
六
年
九
月
開

催
の
白
馬
会
第
八
回
展
に
「
黄
泉
比
良
坂
」
（
東
京
芸
術
大
学
蔵
）
ほ
か
十
数
点

を
出
品
し
、
そ
の
神
話
な
ど
に
題
材
を
と
っ
た
独
自
の
浪
漫
主
義
的
作
風
は
画

界
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
、
白
馬
賞
第
一
回
受
賞
者
と
な
っ
た
。
卒
業
し

た
年
の
秋
に
は
「
海
の
幸
」
を
白
馬
会
第
九
回
展
に
出
品
。
明
治
四
十
年
の
東

京
勧
業
博
覧
会
に
は
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
を
出
品
し
た
が
、
同
年
夏

に
は
郷
里
久
留
米
に
帰
り
、
貧
窮
と
落
塊
の
放
浪
生
活
の
中
で
四
十
四
年
三
月

二
十
五
日
、
数
え
三
十
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
遺
作
展
は
そ
の
一
周
忌
に
あ

た
っ
て
友
人
た
ち
が
開
催
し
た
も
の
で
、
出
陳
作
は
大
正
二
年
政
教
社
発
行

『
青
木
繁
画
集
』
に
多
少
作
品
を
追
加
し
て
収
め
ら
れ
た
。
同
書
は
ほ
か
に
青

木
の
歌
稿
、
書
簡
、
画
談
お
よ
び
友
人
た
ち
に
よ
る
「
追
悼
と
感
想
」
（
坂
本
繁

二
郎
、
森
田
恒
友
、
高
村
真
夫
、
正
宗
得
三
郎
、
有
島
生
馬
、
木
下
杢
太
郎
、
岩
野
泡

鳴
、
蒲
原
有
明
、
梅
野
満
雄
）
、
年
譜
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
青
木
繁
研
究
に
不
可

欠
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

青
木
繁
が
日
本
近
代
絵
画
史
上
に
輝
か
し
い
地
位
を
占
め
る
の
は
ず
っ
と
後

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
死
去
お
よ
び
遣
作
展
開
催
の
際
に
は
友
人
た
ち
の
書

い
た
も
の
が
新
聞
や
雑
誌
に
載
っ
た
が
、
世
間
一
般
の
評
価
は
決
し
て
高
い
と

は
言
え
な
か
っ
た
。
本
校
の
校
友
会
月
報
な
ど
は
、
そ
の
死
去
に
際
し
て
わ
ず

か
数
行
の
記
事
を
載
せ
た
だ
け
で
、
遣
作
展
に
つ
い
て
は
全
く
ノ
ー
コ
メ
ン
ト

で
あ
っ
て
、
そ
の
扱
い
方
は
前
記
菱
田
春
草
の
場
合
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
っ

こ。f
 

高
勾
麗
時
代
古
噴
の
壁
画
模
写

木
繁
の
遺
作
五
十
一
点
が
陳
列
さ
れ
た
Q
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